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まえがき 

 

幼保連携型認定こども園において展開される教育及び保育は、幼保連

携型認定こども園教育・保育要領にも示されているように、乳幼児期の

全体を通して、その特性や保護者、地域の実態を踏まえ、「環境を通し

て行う」ものであることが基本となっています。 

本資料は、幼保連携型認定こども園教育・保育要領に基づき教育及び

保育を展開する中で、環境の構成を行う際に基本となる考え方や方法に

ついて解説するものであり、保育教諭等による的確な園児の理解の下、

指導計画を作成し、環境を構成していくという実践の流れにおいて行わ

れている一つ一つの内容や関連性について、具体的な考え方を示してい

ます。 

乳幼児期は、環境と関わり合う生活の中で自己の興味や欲求に基づく

直接的・具体的な体験を通して健全な心身の発育・発達が促され、生涯

にわたる人格形成の基礎が培われる重要な時期です。 

本資料を手掛かりとし、日々の実践を工夫され、充実した取組を進め

ていただくとともに、幼保連携型認定こども園等における教育及び保育

の質の向上が図られるよう、期待しております。 

むすびに、本資料の作成にご協力をいただきました皆様に深く感謝の

意を表します。 
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―本資料の活用にあたって― 

 

 
 

 本資料は、幼保連携型認定こども園における教育及び保育の基本となる「環境を通

して行う教育及び保育」の実現に向けて、園児の理解を基に、教育及び保育の内容並

びに子育ての支援等に関する全体的な計画及び指導計画を作成し、園児一人一人が園

生活を通して発達に必要な経験が得られるよう、環境を構成していくための、基本的

な考え方や方法などについて解説したものです。 

 

本資料は、平成 29 年改正幼保連携型認定こども園教育・保育要領に基づいて作成

していますが、幼保連携型以外の類型の認定こども園についても、その教育及び保育

の内容は、「就学前の子どもに関する教育、保育等の総合的な提供の推進に関する法

律」（平成 18 年法律第 77 号）第６条に基づき、同教育・保育要領を踏まえることと

されています。このため、本資料は、認定こども園全ての類型の職員を対象としてい

ます。 

また、満３歳児以上においては、幼稚園教育要領、保育所保育指針、幼保連携型認

定こども園教育・保育要領で整合性が図られていることから、幼稚園、保育所等、全

ての施設においても参考などされるものと考えています。満３歳児以上における教

育・保育の一層の充実に向けて、本資料を適宜活用されることを期待しています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

本資料は、平成 30 年４月から実施されている幼保連携型認定こども園の教育・
保育要領、同要領の解説のうち、幼稚園教育要領、保育所保育指針、幼保連携型

認定こども園教育・保育要領の３つの要領、指針の共通の内容である、満３歳児

から５歳児を対象に作成しています。 



 
 

―本資料の構成― 

 ≪第 1 章≫ 

第１章では、「環境の構成の意義」や「計画的な環境の構成」「幼保連携型認定

こども園の教育及び保育において育みたい資質・能力」など、「環境を通して行

う教育及び保育」の基本的な考え方や小学校教育との接続について述べていま

す。 

≪第２章≫ 

第２章では、「園児の理解－指導計画の作成－環境の構成－活動の展開－評

価」の循環の中で行われる教育及び保育において、その過程の中で大切にしたい

ポイントや具体的な手立てなどについて述べています。 

また、指導計画を基に環境を構成していく際の考え方、保育教諭等が意図をも

って環境を構成していくことの大切さや環境の再構成、教材研究などについて具

体的に説明するなど、園児の理解に基づいて環境を構成していくための具体的な

考え方やポイントについて述べています。 

≪第３章≫ 

第３章では、園児の理解に基づき環境を構成し「環境を通して行う教育及び保

育」を実践していく上で参考となるよう、いくつかの具体的な実践事例を紹介し

ています。 

 本資料には、具体的な事例を取り上げながら解説している箇所が多くあり

ます。 

 本資料で紹介している事例については、あくまでも一つの実践事例である

ことを考慮の上、参考としてください。 

 また、掲載している事例や指導計画などについては、可能な限り原文を尊

重して掲載していることから、国の法令等とは異なる表記や統一が図られて

いない表記も含まれています。 


